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第２回県民モニターアンケート「ひょうごの花・緑について」の調査結果 
 

第２回県民モニターアンケート調査の調査結果をとりまとめました。アンケート結果は、今
後のまちの緑化施策に向けて活用します。 

 
 
１ 調査概要 

(1) 調査テーマ：ひょうごの花・緑について 

(2) 調査対象者：県民モニター2,368 人 

(3) 調査期間：令和 6年 7月 12 日（金） 

      ～7 月 22 日（月）[11 日間] 

(4) 調査方法：web 上のアンケートフォーム 

     に入力 

(5) 回答者数：1,776 人（回答率 75.0％） 
 
 
 
 
２ 調査結果の概要 
 

項目 アンケート結果 

Q1 あなたは、お住

まいの周辺や職場、

学校など身近な所

での緑（樹木・草花。

以下同じ。）に満足

していますか。 

（1 つ選択） 

 『満足』（「満足」＋「まあ満足」）と答えた人が 71.2%と大半を占めている。一

方、『不満』（「やや不満」＋「不満」）と答えた人は 12.4%であった。 

作成部局課室名 総務部広報広聴課 

 

 対象者 回答者 回答率 

総  数 2,368 1,776 75.0% 

性
別 

男 性 1,035 808 78.1% 

女 性 1,326 963 72.6% 

不 明 7 5 71.4% 

年
代
別 

10～20 代 82 42 51.2% 

30 代 208 121 58.2% 

40 代 387 276 71.3% 

50 代 550 423 76.9% 

60 代 546 448 82.1% 

70 代以上 595 466 78.3% 

満足

23.3%

まあ満足

47.9%

どちらとも

いえない

16.4%

やや不満

9.6%

不満

2.8%

71.2%

12.4%
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項目 アンケート結果 

Q2 あなたは、どのよ

うな緑を大切に思

いますか。次の中か

らお選びください。 

（3 つまで選択可） 

「公園の緑（58.3%）」が最も多く、次いで「街路樹など沿道の緑（53.7%）」、「山

林の緑（27.6%）」となっている。 

58.3%

53.7%

27.6%

26.6%

26.1%

21.1%

19.8%

16.8%

15.4%

14.8%

7.3%

0.6%

0% 20% 40% 60%

公園の緑

街路樹など沿道の緑

山林の緑

庭木や生垣などの住宅地の緑

神社やお寺などの緑

河川や海岸沿いの緑

駅前など賑わいのある

公共空間の緑

田園の緑

ビオトープなどの

生き物が集まる緑

学校や公民館、官公庁

などの公共施設の緑

オフィスビルや

商業施設、工場などの緑

その他
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項目 アンケート結果 

Q3 あなたがまちな

かの緑に期待する

効果は何ですか。次

の中からお選びく

ださい。 

（3 つまで選択可） 

 「景観を美しくする（53.4%）」が最も多く、次いで「見る人の心をなごませる

（52.5%）」、「木陰ができるなど、夏季に涼しさを感じさせる（50.0%）」となってい

る。 

53.4%

52.5%

50.0%

36.3%

32.3%

22.3%

21.8%

13.5%

2.9%

0.2%

0.4%

0% 20% 40% 60%

景観を美しくする

見る人の心をなごませる

木陰ができるなど、

夏季に涼しさを感じさせる

二酸化炭素を吸収し、

地球温暖化を防止する

気温上昇（ヒートアイランド現象）をおさえる

多様な生き物の生息環境を提供する

防災面での安全性（保水機能や

火災の延焼防止等）が向上する

子どもの教育環境（運動能力、

自然への関心）が向上する

周りの騒音を小さくする

わからない

その他
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項目 アンケート結果 

Q4 あなたは、まち

なかの緑を増やす

ために、特に緑化を

進めていくべきと

ころはどこだと思

いますか。次の中か

らお選びください。 

（3 つまで選択可） 

「街路樹などの沿道の緑化（55.6%）」が最も多く、次いで「公園の緑化（52.1%）」、

「駅前広場などの人で賑わう場所の緑化（47.3%）」となっている。 

55.6%

52.1%

47.3%

28.3%

21.5%

17.1%

16.0%

15.9%

13.4%

1.7%

1.5%

0% 20% 40% 60%

街路樹などの沿道の緑化

公園の緑化

駅前広場などの

人で賑わう場所の緑化

学校、幼稚園、保育園などの

校庭・園庭の芝生化や緑化

工場、事業所、商業施設

などの敷地内を緑化

アスファルト舗装等

の駐車場を芝生化

家の庭や生垣の緑化

集合住宅やオフィスビル

などの屋上や壁面を緑化

官公庁など公共施設の緑化

わからない

その他
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項目 アンケート結果 

Q5 あなたは、緑のあ

る空間（身近な公

園、大規模な公園の

ほか、緑のある屋外

広場、芝生広場など

を含む。以下同じ。）

をどれくらいの頻

度で利用していま

すか。 

（1 つ選択） 

「ほとんど毎日（19.1%）」が最も多く、次いで「週に 2～3回程度（18.6%）」、「週

に 1回程度（18.4%）」となっている。 

年代別では 10・20 代は「週に 1回程度」「月に 2～3回程度」が、30 代、40 代、

60 代は「週に 1回程度」が、50 代は「ほとんど毎日」が、70 代、80代以上は「週

に 2～3回程度」が最も多い。 

全体 

年代別 

ほとんど毎日

19.1%

週に2～3回程度

18.6%

週に1回程度

18.4%

月に2～3回程度

13.1%

月に1回程度

9.9%

年に数回程度

11.8%

ほとんど

利用しない

9.1%

(%)

① 19.1 ② 18.6 ③ 18.4 ④ 13.1 ⑥ 9.9 ⑤ 11.8 ⑦ 9.1

④ 14.3 ③ 19.0 ① 21.4 ① 21.4 ④ 14.3 ⑥ 7.2 ⑦ 2.4

④ 13.2 ② 18.2 ① 21.5 ④ 13.2 ③ 15.7 ⑦ 5.8 ⑥ 12.4

　

② 17.0 ③ 15.2 ① 17.8 ④ 14.9 ⑦ 10.1 ⑥ 11.6 ⑤ 13.4

① 18.2 ④ 14.2 ⑤ 14.0 ③ 15.1 ⑦ 10.4 ② 17.5 ⑥ 10.6

② 19.2 ③ 16.3 ① 21.0 ④ 13.2 ⑥ 10.7 ⑤ 12.7 ⑦ 6.9

② 23.4 ① 26.9 ③ 18.5 ④ 10.5 ⑤ 7.1 ⑤ 7.1 ⑦ 6.5

② 21.4 ① 26.5 ② 21.4 ⑥ 7.2 ⑦ 4.1 ④ 11.2 ⑤ 8.2

○数字はその年代別での順位

80代～

※項目ごとの

年
に
数
回

程
度

ほ
と
ん
ど

利
用

し
な
い

合　計

年
代
別

10・20代

30代

40代

50代

60代

70代

最大値 最小値

項目

ほ
と
ん
ど

毎
日

週
に
2
～

3
回
程
度

週
に
1
回

程
度

月
に
2
～

3
回
程
度

月
に
1
回

程
度
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項目 アンケート結果 

Q6 あなたは、緑のあ

る空間をどのよう

な目的で利用しま

すか。 

（いくつでも選択可） 

 「ウォーキング（ペットの散歩を含む）・ジョギング（52.8%）」が最も多く、次

いで「休憩・リフレッシュ（読書、食事、マルシェ等イベントへの参加などを含む）

（48.3%）」、「通勤・通学、買い物などの移動時に通り抜ける（41.4%）」となってい

る。 

52.8%

48.3%

41.4%

18.8%

17.2%

16.3%

15.9%

11.1%

5.3%

1.6%

0% 20% 40% 60%

ウォーキング（ペットの

散歩を含む）・ジョギング

休憩・リフレッシュ（読書、食事、

マルシェ等イベントへの参加などを含む）

通勤・通学、買い物などの

移動時に通り抜ける

植物、鳥、昆虫などの観察

運動・スポーツ

花壇づくり、野菜づくり、

花や緑の維持管理

幼児や児童を遊ばせる

友人や知人との交流

ほとんど利用しない

その他
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項目 アンケート結果 

Q7 近年は、SDGs の

理念の浸透や、コロ

ナ禍の経験を踏ま

えた屋外空間の価

値の再認識など、緑

を取り巻く社会状

況にも変化がみら

れます。あなたは、

この５年ほどの間

で、緑に関する意識

や行動に変化があ

りましたか。 

（1 つ選択） 

 「変化があった」人は 31.3%であった。性別では「変化があった」人が、男性（29.5%）、

女性（32.7%）と、女性の方が変化があった割合が高い。 

Q8 どのような変化

がありましたか。 

（いくつでも選択可） 

※[Q7]で「変化があ

った」と回答した人

555 人（31.3%）に

質問。 

「自宅で花や樹木を育てたり、観葉植物を置くなど、暮らしに緑を取り入れるよ

うになった（又はその機会が増えた）（58.4%）」が最も多く、次いで「山や森林、

農地、都市緑地等の緑に関する環境問題への関心が高まった（56.0%）」、「公園など、

緑のある屋外で過ごす時間が増えた（40.5%）」となっている。 

変化が

あった

29.5%

特に

変化は

ない

70.5%

特に

変化は

ない

67.3%

変化が

あった

32.7%

男

性

女

性

性別 全体 

58.4%

56.0%

40.5%

32.3%

30.1%

17.3%

6.5%

2.7%

0% 20% 40% 60%

自宅で花や樹木を育てたり、観葉植物を

置くなど、暮らしに緑を取り入れるように

なった（又はその機会が増えた）

山や森林、農地、都市緑地等の緑に

関する環境問題への関心が高まった

公園など、緑のある屋外で過ごす時間が増えた

登山やハイキング、キャンプなどで、

緑豊かな自然に触れる時間が増えた

家庭菜園、市民農園などで、

野菜づくりや農作業をする

ようになった（又はその機会が増えた）

自宅以外での花や緑の植樹・維持管理や

森林の手入れなど花緑に関する活動に参加

するようになった（又はその機会が増えた）

緑に関する環境活動を行っている企業や

団体に、投資や寄付をするようになった

（又はその機会が増えた）

その他

変化があった

31.3%

特に変化はない

68.7%
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項目 アンケート結果 

Q9 あなたは現在

関わっている緑化

活動はあります

か。 

（いくつでも選択可） 

「自宅でのガーデニングや生垣づくり（46.2%）」が最も多く、次いで「特にない

（42.7%）」、「公園、学校、公民館など地域の公共施設での植樹や維持管理（10.2%）」

となっている。 

年代別では 10・20 代、30 代、40 代は「特にない」が、50 代は「自宅でのガーデ

ニングや生垣づくり」「特にない」が、60代、70代、80代以上は「自宅でのガーデニ

ングや生垣づくり」が最も多い。 

46.2%

42.7%

10.2%

6.3%

6.1%

3.0%

2.8%

2.5%

1.8%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自宅でのガーデニングや生垣づくり

特にない

公園、学校、公民館など地域の

公共施設での植樹や維持管理

森林や里山の保全活動

園芸関係の勉強会や講習会等への参加

市民農園での活動

植樹イベントへの参加

苗木の育苗活動

駅前などの賑わいのある

公共空間での植樹や維持管理

その他

全体 

年代別 

(%)

① 46.2 ② 42.7 ③ 10.2 ④ 6.3 ⑤ 6.1 ⑥ 3.0 ⑦ 2.8 ⑧ 2.5 ⑨ 1.8 ⑩ 2.8

② 28.6 ① 57.1 ③ 14.3 ④ 4.8 ④ 4.8 ⑥ 2.4 ⑥ 2.4 ⑧ 0.0 ⑧ 0.0 ⑩ 0.0

② 32.2 ① 57.9 ③ 6.6 ⑤ 2.5 ⑥ 0.8 ⑥ 0.8 ⑨ 0.0 ⑥ 0.8 ④ 4.1 ⑩ 0.8

② 38.8 ① 48.6 ③ 7.2 ④ 4.7 ⑤ 3.3 ⑤ 3.3 ⑤ 3.3 ⑧ 1.8 ⑨ 0.0 ⑩ 3.3

① 44.4 ① 44.4 ③ 8.0 ⑤ 5.7 ④ 6.4 ⑦ 2.1 ⑥ 2.8 ⑦ 2.1 ⑨ 1.4 ⑩ 2.8

① 46.9 ② 41.3 ③ 10.3 ⑤ 7.6 ④ 8.7 ⑦ 2.5 ⑨ 2.2 ⑥ 3.1 ⑦ 2.5 ⑩ 2.5

① 57.9 ② 33.2 ③ 13.9 ⑤ 6.8 ④ 7.6 ⑥ 4.3 ⑦ 3.3 ⑧ 2.4 ⑨ 1.9 ⑩ 3.8

① 53.1 ② 35.7 ③ 17.3 ④ 11.2 ⑨ 2.0 ⑤ 7.1 ⑦ 5.1 ⑤ 7.1 ⑧ 3.1 ⑩ 2.0

○数字はその年代別での順位

60代

70代

80代～

※項目ごとの
植
樹
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加 苗
木
の
育
苗
活
動

駅
前
な
ど
の
賑
わ
い
の

あ
る
公
共
空
間
で
の
植

樹
や
維
持
管
理

そ
の
他

合　計

年
代
別

10・20代

30代

40代

50代

最大値 最小値

項目

自
宅
で
の
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
や
生
垣
づ
く
り

特
に
な
い

公
園

、
学
校

、
公
民
館

な
ど
地
域
の
公
共
施
設

で
の
植
樹
や
維
持
管
理

森
林
や
里
山
の
保
全
活

動 園
芸
関
係
の
勉
強
会
や

講
習
会
等
へ
の
参
加

市
民
農
園
で
の
活
動
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項目 アンケート結果 

Q10 あなたがこれ

から関わってみた

い緑化活動（現在

関わっている活動

を除く）は何です

か。 

（3 つまで選択可） 

 「自宅でのガーデニングや生垣づくり（44.0%）」が最も多く、次いで「森林や里

山の保全活動（26.7%）」、「園芸関係の勉強会や講習会等への参加（23.4%）」となっ

ている。 

Q11 あなたが緑化

活動（現在取り組

んでいる活動も含

む）に取り組むな

ら、どの形で取り

組みたいですか。 

（3 つまで選択可） 

「個人で取り組む（64.0%）」が最も多く、次いで「友人・知人たちとなど、数人

のグループで取り組む（27.3%）」、「自治会や婦人会など地縁団体に参加し、その活

動のひとつとして取り組む（25.4%）」となっている。 

44.0%

26.7%

23.4%

20.4%

19.1%

12.2%

10.9%

9.2%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自宅でのガーデニングや生垣づくり

森林や里山の保全活動

園芸関係の勉強会や講習会等への参加

公園、学校、公民館など地域の

公共施設での植樹や維持管理

植樹イベントへの参加

苗木の育苗活動

市民農園での活動

駅前などの賑わいのある

公共空間での植樹や維持管理

その他

64.0%

27.3%

25.4%

22.1%

11.5%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80%

個人で取り組む

友人・知人たちとなど、

数人のグループで取り組む

自治会や婦人会など地縁団体に参加し、

その活動のひとつとして取り組む

緑化活動を行う団体（自治会や婦人会

などの地縁団体を除く）に加入し取り組む

勤めている企業の活動の

ひとつとして取り組む

その他
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項目 アンケート結果 

Q12 あなたは、ま

ちなかの花や緑を

守り増やすため

に、どのような支

援や取組を行政に

望んでいますか。 

（いくつでも選択可） 

「県民の緑化活動に対する資材提供や資金面での支援（50.2%）」が最も多く、次

いで「緑を守り育てる活動を行う人材の育成（38.0%）」、「緑化に関するイベントや

広報活動による啓発（37.5%）」となっている。 

※ 報告書中の数字は、四捨五入による端数を調整していないため、内訳と計は必ずしも一致しない。 

【 問い合わせ先 】総務部広報広聴課 (TEL078-362-3022)  

50.2%

38.0%

37.5%

30.7%

27.8%

24.4%

19.9%

8.7%

8.0%

3.0%

0% 20% 40% 60%

県民の緑化活動に対する

資材提供や資金面での支援

緑を守り育てる活動を行う人材の育成

緑化に関するイベントや

広報活動による啓発

法律や条例による開発・建築時

の緑化誘導（緑化率の設定等）

法律や条例による開発の制限

（緑地保全地域の指定等）

企業等の緑化活動に対する

資材提供や資金面での支援

県民の緑化活動に対するアドバイス

優れた緑化活動に対する表彰

わからない

その他


